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英国ホスピス視察研修～英国流ホスピスマインドに学ぶ～
　　Studying　“British　Hospice－Mind”　and　Palliative　Care
　　山　崎　真　澄
Masumi　YAMAZAKI
大学病院薬剤部　主査
　平成16年12月1日より10日までの10日間、大川
記念奨学金の交付を受け、英国ホスピスケア研修を
行ってきた。その研1多での実態、研究成果を以下に報
告する。
　今回の研修目的は、英国流のホスピスマインドを学
ぶことである。それを学習した上で、素晴しい点を、即
急に必要な点を、今後如何に日本で、本院で、採用、応
用そして活用するかである。英国はホスピス発祥の国
であり、モダンホスピス運動の先駆けとなっている国
で学ぶことの出来る範囲は、無限大であった。
　先ず始めに、今回の参加者の顔ぶれは、広島県緩和
ケア支援センター　緩和ケア支援室室長の阿部まゆ
み先生をはじめ、日本各地で緩和ケアに携わる看護師
14名、医師1名、作業療法士1名、薬剤師1名の17名
に、通訳の方1名の、計18名であった。皆、海外のそ
れも最先端の緩和医療の現場を学ぼうとしている方
だけあり、個人個人の向学心が非常に高く、この参加
者と出会えただけでも、非常に大きな収穫であった。
お互いの、職場での現状を紹介し合い、自分のところ
で取り入れるべきシステムを学び、自分と異なった視
点を感じ、苦労している点を告白しあう事の出来る環
境が常に持てた事は、視察を行いながら、自分の考え
を整理できる、非常に良いグループであったと思う。
　視察の実際は、始めの2日間は、Bristol　cancer　help
centerにて、薬物治療や手術といった医療行為以外の、
“ブリストルアプローチ”を学んだ。がん患者へのアプ
ローチ法として、病気という病巣だけを診るのではな
く、全人的（精神的・身体的・社会的・スピリチュア
ル的の4側面）からの評価を行った上で、アプローチ
を行う事の重要性を学んだ。その中でも、非常に興味
深かったのは、心と体の密接な関係で、心の状態が安
定するほど、T細胞が活性化され、がんの治療に効果
的であること、これは、神経心理免疫学という分野に
て、実証済みであることを知った。その具体的アプ
ローチ法として、音楽療法や、絵画療法、食事療法、イ
メージトレーニング、指圧やマッサージ、アロマテラ
ピー、ピーリングセラピーなど、多種にわたった。確
かにがんを抱えていない、私達でも心地よいと感じる
環境は、精神衛生上非常に宜しく、明日からでも病棟
で取り入れることの出来るものであると感じたが、癌
治療の現場で、これだけに固執する事の怖さも正直感
じた。
　次に訪れたのは、ナイチンゲールミュージアムで
あったが、“看護する”という行為の原点を、彼女のヒ
ストリーの中に見て、全ての医療職の基本感情を抱く
事が出来た。彼女の注目される戦場での行為は、非常
に一時のもので、本来は政治的にも権力を持った女性
であったことを始めて知った。
　併設された、St　Thomas’hospitalで、薬剤部の時間
外業務を、外から見ることが出来たが、窓口での薬の
（1）
2005年5月 大川記念奨学金海外研修報告書（平成16年度） 一　249　一
説明は世界各国共通である事も分かった。
　大学病院での緩和ケアチームはSt．　George’s　Health－
care　NHS　Trustへ、公立病院はLewisham　Hospitalへ
行ったが、緩和ケアチームとしては、医師と看護師
（マクミランナースという専門看護師）が中心に、リエ
ゾン的に各病棟に、診療に当たっていたが、チームの
中に薬剤師の存在は無く、病棟に処方監査を中心に配
属されているという現状であった。当院では未だチー
ムすらないが、日本国内の緩和ケアチームの方が、他
職種が集まり、そこに薬剤師が参画している所も多
く、この点は日本国内のチームを見習いたいと思っ
た。日本との違いは、地域に根ざした医療が非常に優
れている為、在宅死という最期が、患者や家族の要望
と国の方針が、合致している点が素晴しいと思った。
患者死別後のグリーフケアーもしっかりしており、国
が支えることによって出来る地域医療の充実を実感
した。
　英国保健省の役人から、話を得る機会があったが、
役人は全て現場の職を経てなるものであり、この基本
的考えが、地域医療を充実させ、在宅死を推進できる
基盤である事が分かった。自分の中にあった、薬剤師
の存在の薄さを指摘した所、非常に重要な役割であり
ながら英国では未だ表立った存在でない事、これから
のチームには必ず必要である事も教えていただけた。
　ホスピス訪問はTrinity　HospiceとSt．　Christopher’s
Hospiceの2箇所であったが、がん患者のみが入る場
所でなく、全ての疾患における末期の患者が入ること
の出来る、素晴しい場所であった。デイケアや24時間
の看護支援も充実しており、在宅死が環境として無理
な方が、充実した時を向かえる最高の場所であると
思った。
　この研修を通じて感じた事は、自分の中にあった、
“良い死”の意味が、明確化され、先ずは全人的にアプ
ローチする事の重要性（1方向からでも評価をし、そ
こから全人的に繋げる重要性）が、非常に理解できた
旅となった。
　最後にこの様な、素晴しい機会を与えてくださった
大学を始め、職員の皆様に熱く感謝を申し上げる次第
である。
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